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臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
で
は
、養
護
老
人
ホ
ー
ム『
揖

斐
川
尚
和
園
』
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種　

宿
直
員　

１
名

■
試
験　

面
接
試
験
を
実
施

■
採
用　

７
月
１
日（
金
）

■
雇
用
期
間　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

■�

給
与　

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に

よ
る

■
勤
務
時
間　

17
時
30
分
～
翌
朝
８
時

　
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
勤
務
で

�

月
に
６
～
７
日
）

■�

応
募
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
６
月
15
日

（
水
）
ま
で
に
揖
斐
川
町
役
場
政
策
広

報
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
１
０
）

 

臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◎
留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
職
務　

小
学
校
児
童
の
保
育･

指
導

■�

勤
務
場
所　

町
内
小
学
校（
揖
斐･

北

方･
清
水･
小
島
）内
に
あ
る
留
守
家

庭
児
童
教
室（
学
童
保
育
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

■�

応
募
条
件　

保
育
士
も
し
く
は
教
員
免

許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
児
童
の
健
全

育
成
に
知
識
経
験
を
有
す
る
方
。

■
試
験　

面
接
試
験
を
実
施

■
雇
用
期
間　

　

７
月
21
日（
木
）か
ら

　

８
月
31
日（
水
）ま
で（
夏
休
み
）

■�

給
与　

日
日
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に

よ
る

■
勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
18
時
ま
で
の
内
５
時
間
程
度

　
（
８
月
13
日
～
15
日
は
除
く
）

■�

応
募
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
６
月
30
日

（
木
）
ま
で
に
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る

�

老
齢
基
礎
年
金

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
な
ど
の
受
給
資
格
期
間
が
25
年
以
上

あ
る
人
が
、
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金

で
す
。
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40

年
間
保
険
料
を
納
め
た
人
は
満
額
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
厚
生
年
金
保
険
に

加
入
し
た
期
間
の
あ
る
人
は
、
老
齢
厚
生

年
金
も
受
給
で
き
ま
す
。

○
受
給
す
る
た
め
の
要
件

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
少
な
く
と
も
25
年
以
上
の
受
給
資
格

期
間
が
必
要
で
す
。
受
給
資
格
期
間
に
は

一
般
行
政
事
務
職

■
募
集
人
員　

若
干
名

■�

応
募
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平

成
４
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
で
、

大
学
、
短
大
卒
業
ま
た
は
平
成
24
年
３

月
卒
業
見
込
み
の
方
。

■
１
次
試
験

・
日
時　

７
月
24
日（
日
）

・
場
所　

県
立
長
良
高
等
学
校

・
内
容　

教
養
試
験
、職
場
適
応
性
検
査
外

■
１
次
試
験
発
表　

８
月
中
旬（
予
定
）

■
２
次
試
験　

９
月
中
旬（
予
定
）

■
最
終
合
格
発
表　

10
月
中
旬（
予
定
）

保
育
士

■
募
集
人
員　

若
干
名

■�

応
募
資
格　

短
期
大
学
卒
業
程
度（
昭

和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
し
た
方
、

ま
た
は
平
成
23
年
度
に
そ
の
登
録
見
込

み
の
方
。）

■
１
次
試
験

・
日
時　

７
月
24
日（
日
）

・
場
所　

県
立
長
良
高
等
学
校

・
内
容　

�

教
養
試
験
、職
場
適
応
性
検
査
、

専
門
試
験
外

■
１
次
試
験
発
表　

８
月
中
旬（
予
定
）

■
２
次
試
験　

９
月
中
旬（
予
定
）

■
最
終
合
格
発
表　

10
月
中
旬（
予
定
）

保
健
師

■
募
集
人
員　

若
干
名

■�

応
募
資
格　

大
学
卒
業
程
度（
昭
和
57
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
保
健

師
免
許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
23
年

度
に
同
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方
。）

■
１
次
試
験

・
日
時　

７
月
24
日（
日
）

・
場
所　

県
立
長
良
高
等
学
校

・
内
容　

�

教
養
試
験
、職
場
適
応
性
検
査
、

専
門
試
験
外

■
１
次
試
験
発
表　

８
月
中
旬（
予
定
）

■
２
次
試
験　

９
月
中
旬（
予
定
）

■
最
終
合
格
発
表　

10
月
中
旬（
予
定
）

■
受
付
期
間　

　

５
月
24
日（
火
）～
６
月
14
日（
火
）

■�

応
募
方
法　

応
募
期
間
中
に
所
定
の
申

込
用
紙（
役
場
政
策
広
報
課
備
え
付
け
）

に
記
入
し
、次
の
書
類
を
添
え
て
、役
場

政
策
広
報
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
卒
業（
見
込
）証
明
書

・
成
績
証
明
書（
最
終
学
歴
）

・�

保
育
士
、
保
健
師
に
つ
い
て
、
有
資
格

者
は
免
許
証
等
の
写
し

※�

詳
し
く
は
、
役
場
政
策
広
報
課
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

平
成
24
年
度
　
採
用
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
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次
の
よ
う
な
期
間
が
含
ま
れ
ま
す
。

①�
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間

（
第
１
号
被
保
険
者
期
間
）

②
第
２
号
被
保
険
者
期
間

③
第
３
号
被
保
険
者
期
間

④�

保
険
料
の
免
除
期
間

⑤�

昭
和
36
年
４
月
か
ら
昭
和
61
年
３
月
ま

で
の
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
加
入
期
間

⑥
任
意
加
入
期
間
や
カ
ラ
期
間

　

任
意
加
入
で
年
金
受
給
が
可
能
に

　

次
の
人
は
、
希
望
す
れ
ば
国
民
年
金
の

任
意
加
入
者
に
な
り
、
第
１
号
被
保
険
者

と
同
じ
額
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

＊�

「
受
給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
」

「
年
金
額
が
満
額
に
な
ら
な
い
」
と
い

う
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
。

＊�

昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
で
受

給
資
格
期
間
が
不
足
し
て
い
る
人
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
加
入
で
き
る
特
例
が

あ
り
ま
す
。

＊�

日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
20
歳
以
上
65

歳
未
満
の
日
本
人
。

カ
ラ
期
間
と
は

　

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
受

給
資
格
期
間
と
し
て
入
れ
る
こ
と
の
で
き

る
以
下
の
よ
う
な
期
間
の
こ
と
で
す
。

＊�

昭
和
61
年
３
月
ま
で
に
、
会
社
員
・
公

務
員
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
が
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

＊�

平
成
３
年
３
月
ま
で
に
、
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
な
か
っ
た
学
生
の
期
間

（
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
学
生
納
付

特
例
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た

期
間［
追
納
し
な
か
っ
た
場
合
］）

○
老
齢
基
礎
年
金
額（
年
額
）

　
　
　

７
８
万
８
９
０
０
円

　

こ
れ
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
満
額

で
す
。
40
年
に
満
た
な
い
と
き
は
減
額
さ

れ
ま
す
。

繰
上
げ
支
給
・
繰
下
げ
支
給

　

老
齢
基
礎
年
金
は
65
歳
か
ら
受
給
で
す

が
、
希
望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る

ま
で
の
間
に
減
額
さ
れ
た
繰
上
げ
支
給
の

年
金
を
受
け
た
り
、
66
歳
以
降
に
増
額
さ

れ
た
繰
下
げ
支
給
の
年
金
を
受
け
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
で
加
入
期
間
の
点
検
を

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
国
民
年
金
と
厚

生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん

に
、
毎
年
誕
生
月
に
ね
ん
き
ん
定
期
便
が

送
付
さ
れ
、
年
金
加
入
記
録
の
定
期
的
な

確
認
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
定
期
便
が
届
い
た
ら
、
必
ず
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

年
金
加
入
記
録
に
間
違
い
や
不
明
な
点

が
あ
る
場
合
は
、
定
期
便
に
同
封
さ
れ
て

い
る
問
い
合
わ
せ
電
話
番
号
先
へ
連
絡
す

る
か
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

５
１
６
６

　

揖
斐
川
町
役
場　

住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
62
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
６
６
０
０
円
～

②
六
合
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
春
日
六
合

　

・
建
設
年
度　

平
成
12
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
５
５
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

　

・�

①
に
つ
い
て
は
揖
斐
川
町
内
に
在
住

も
し
く
は
在
勤（
勤
務
予
定
で
も
可
）

で
あ
る
こ
と
。

　

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

　

・�

現
在
同
居
、ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

　

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使

用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

　

・
所
得
条
件
あ
り

　

※
詳
し
く
は
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

　

６
月
１
日（
水
）～
６
月
15
日（
水
）

■
入
居
予
定
日　

７
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
を

�

支
援
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
地
震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
対

策
を
支
援
す
る
た
め
、
耐
震
診
断
事
業
に

つ
い
て
国
、
県
、
町
で
全
額
負
担
し
ま
す
。

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

　

木
造
住
宅
の
倒
壊
率
は
古
い
住
宅
ほ
ど

高
く
、
老
朽
化
や
耐
力
壁
の
少
な
さ
、
ま

た
は
、
配
置
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
倒
壊
の

要
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
耐

震
診
断
」
と
は
建
物
が
持
つ
構
造
状
態
を

評
価
し
、
耐
震
性
能
を
判
定
す
る
こ
と
で

す
。

■�

対
象
と
な
る
住
宅　

次
の
住
宅
が
補
助

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

①�

一
戸
建
て
、長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅

　
　
（�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅
）

　

②�

併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
面
積
の

半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
も
の

■
申
請
者
の
負
担
額　

無
料

■
受
付
棟
数　

20
棟

■
申
込
期
間　

　

６
月
１
日（
水
）～
６
月
30
日（
木
）

※�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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◎�

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
申
し
込

み
書
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
サ
イ
ト
内

検
索
キ
ー
ワ
ー
ド「
建
築
物
の
耐
震
化
」

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
３
）

 

夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り
物
産
販
売
の
出

店
者
と
創
作
劇「
夜
叉
ヶ
池
物
語
」
の
コ
ー

ラ
ス
隊
員
と
龍
神
隊
員
の
募
集
を
し
ま
す
！

　

７
月
23
日（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
「
夜

叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り
」
の
物
産
販
売

コ
ー
ナ
ー
で
、
揖
斐
川
町
内
に
事
業
所
が

あ
る
出
店
者
、創
作
劇
「
夜
叉
ヶ
池
物
語
」

の
コ
ー
ラ
ス
隊
員
、
全
長
21
メ
ー
ト
ル
の

龍
神
の
担
ぎ
手
を
募
集
し
ま
す
。

★
出
店
者
募
集

　

■
出
店
料　

３
０
０
０
円

　

■
ス
ペ
ー
ス　

　
　

２
間
×
３
間
の
テ
ン
ト
の
半
分

　

※�

コ
ン
セ
ン
ト
は
必
要
で
あ
れ
ば
用
意
で

き
ま
す
。保
健
所
の
許
可
が
必
要
な
場

合
は
、各
自
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。

　

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　
　

６
月
20
日
（
月
）

★
コ
ー
ラ
ス
隊
員
募
集

　

■�

対
象　

当
日
参
加
が
可
能
な
方
で
、

男
女
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん

　

■
練
習
日　

坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　

６
月
11
日（
土
）よ
り

　
　

毎
週
土
曜
日
15
時
～
17
時
を
予
定

　

※�

詳
細
な
練
習
日
は
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

★
龍
神
隊
員
募
集

　

■�

対
象　

当
日
参
加
が
可
能
な
方
で
、

坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
練
習
に
参

加
で
き
る
男
性
の
方

　

■
練
習
日　

坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　

�

７
月
13
日（
水
）、20
日（
水
）、22
日（
金
）

　
　

19
時
30
分
～
21
時
を
予
定

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】　

　

坂
内
観
光
協
会

　
（
坂
内
振
興
事
務
所
基
盤
整
備
課
内
）

　

℡
５
３

－

２
１
１
１

 

Ｉ
Ｔ
講
習
会
参
加
者
募
集

　

町
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
と

し
た
講
座
「
チ
ラ
シ
作
成
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。
文
書
作
成
ソ
フ
ト
（
ワ
ー
ド
）

を
活
用
し
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
チ
ラ
シ

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■�

講
習
内
容　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ワ
ー
ド

を
使
っ
て
文
面
の
作
成
や
イ
ラ
ス
ト
の

挿
入
な
ど
編
集
に
関
す
る
様
々
な
操
作

を
学
び
ま
す
。

■
日
時
・
場
所　

　

第
１
グ
ル
ー
プ〈
揖
斐
川
・
春
日
会
場
〉

　
　

７
月
９
日（
土
）９
時
～
12
時
30
分

　
　

会
場　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

　
　

定
員　

10
人

　

第
２
グ
ル
ー
プ〈
谷
汲
・
久
瀬
会
場
〉

　
　

７
月
10
日（
日
）９
時
～
12
時
30
分

　
　

会
場　

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

�

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館

　
　

定
員　

10
人

　

第
３
グ
ル
ー
プ〈
藤
橋
・
坂
内
会
場
〉

　
　

７
月
12
日（
火
）９
時
～
12
時
30
分

　
　

会
場　

藤
橋
公
民
館

　
　

定
員　

10
人

■
参
加
料
金　

２
０
０
円

■�

お
申
し
込
み
方
法　

揖
斐
川
町
役
場
受

付
、
揖
斐
川
町
放
送
通
信
セ
ン
タ
ー
、

振
興
事
務
所
に
申
し
込
み
用
紙
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
申
込
受
付
開
始
日
：
６
月
１
日（
水
）

※�

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
放
送
通
信
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
１

－

３
１
７
１

　

Fax
２
１

－

３
１
７
２

　

e-m
ail　

joho@
tow
n.ibigaw

a.gifu.jp

 

「
お
た
っ
し
ゃ
教
室
」
で

�

運
動
力
ア
ッ
プ

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
！

　

生
活
機
能
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め

の
、
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
運
動
教

室
「
お
た
っ
し
ゃ
教
室
」
を
、
６
月
か
ら

12
月
ま
で
、
月
１
回（
第
４
木
曜
日
予
定
）

コ
ー
ス
で
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
指
導
以
外
に
も
、
介
護
相

談
・
認
知
症
予
防
な
ど
も
実
施
予
定
で
す
。

■
場
所　

揖
斐
公
民
館

■
時
間　

10
時
～
11
時
30
分

※�

参
加
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

 

「
認
知
症
」
を
知
ろ
う
！

　

認
知
症
は
単
に
物
忘
れ
で
は
な
く
、
病

気
で
す
。

　

自
分
や
家
族
に
心
配
な
行
動
な
ど
が
あ

る
と
、今
ま
で
の
生
活
リ
ズ
ム
が
変
わ
り
、

不
安
や
心
配
ご
と
で
悩
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま

な
い
で
、
専
門
の
お
医
者
さ
ん
や
相
談
で

き
る
人
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

日
ご
ろ
か
ら
声
を
か
け
あ
っ
た
地
域
づ

く
り
を
意
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
高

齢
化
社
会
で
は
大
切
に
な
り
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
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生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
に
、
揖
斐
川
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
相
談

や
認
知
症
講
座
な
ど
の
教
室
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

 

身
体
障
が
い
者
補
装
具
の

相
談
会
に
つ
い
て

　

身
体
障
が
い
者
を
対
象
に
、
補
装
具
の

交
付
や
修
理
に
関
す
る
相
談
会
を
行
い
ま

す
。

　

通
常
は
、
岐
阜
市
に
あ
る
身
体
障
害
者

更
生
相
談
所
の
判
定
が
必
要
な
補
装
具

も
、
今
回
の
相
談
会
で
判
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、身
体
障
害
者
手
帳
と

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、お
こ
し
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

６
月
８
日（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

揖
斐
川
中
央
公
民
館

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
社
会
福
祉
課

　

℡
２
２
‐
２
１
１
１（
内
線
２
３
２
）

 

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

等
に
従
事
さ
れ
た
方
に
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
す

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等
（
事
変

地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区
域
）
に
派
遣
さ

れ
た
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
、
旧

日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海

軍
従
事
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給

者
は
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
御
苦
労
に

報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
お
問
い
合
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か
ら
の
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※�

請
求
期
限
が
２
年
延
長
さ
れ
、
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

〒
１
０
０

－

８
９
２
６

　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２

－

１

－

２

　

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室

業
務
担
当

　

℡
０
３

－

５
２
５
３

－

５
１
８
２（

直
通
）

　

Fax
０
３

－

５
２
５
３

－

５
１
９
０

 

『
科
学
の
祭
典
』
開
催
のお

知
ら
せ

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生

徒
を
は
じ
め
青
少
年
が
科
学
の
楽
し
さ
や

お
も
し
ろ
さ
を
体
験
し
、
興
味
関
心
を
広

げ
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、「
第
６
回　

科
学
の
祭
典　

岐
阜
大
会
Ｉ
Ｎ
揖
斐
川
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
の
学
生

に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、大
ホ
ー
ル
や
ロ

ビ
ー
、各
部
屋
に
お
い
て
、様
々
な
科
学
工

作
や
実
験
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
期
日　

６
月
25
日（
土
）

■
時
間　

　

午
前
の
部　

10
時
30
分
～
12
時

　

午
後
の
部　

13
時
30
分
～
15
時

■
会
場　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

　

�

小
中
学
生
に
限
ら
ず
幼
児
や
大
人
に
も

十
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
で

す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

西
濃
環
境
整
備
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

　

西
濃
環
境
整
備
組
合
は
、町
で
発
生
す

る
一
般
廃
棄
物（
可
燃
ご
み
）を
処
理
す
る

ご
み
焼
却
施
設
で
す
。
小･

中
学
生
の
社

会
教
育
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
住
民
の
皆

さ
ん
に
ご
み
処
理
に
関
す
る
知
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
目
的
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

［
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
］

　

http://w
w
w
.seino-kankyo.jp/

［
掲
載
内
容
］

・�

組
合
概
要
、
施
設
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ご

み
統
計
デ
ー
タ

・�

社
会
見
学
の
ポ
イ
ン
ト
、
よ
く
あ
る
質

問
集
、
見
学
者
の
感
想

・
ご
み
の
直
接
搬
入
の
方
法
、
注
意
事
項

・�

屋
内
温
水
プ
ー
ル
「
ゆ
～
み
ん
ぐ
」
の

イ
ベ
ン
ト
情
報　

な
ど

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

西
濃
環
境
整
備
組
合
事
務
局
総
務
課

　

℡
３
２

－

４
１
５
３

 

（
社
）
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
ニ

ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
を
、
県
連

合
会
で
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、

雇
用
・
就
業
や
社
会
参
加
な
ど
を
希
望
す

る
55
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
や
就
労
意
欲
と
能
力

を
有
す
る
高
齢
者
と
企
業
等
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
実
施
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。
こ

の
事
業
は
登
録
制
で
実
施
し
て
お
り
、
求

人
を
希
望
す
る
企
業
・
事
業
所
お
よ
び
団

体
等
、
ま
た
求
職
や
社
会
参
加
な
ど
を
希

望
す
る
高
齢
者
の
方
は
登
録
し
て
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　
（
社
）岐
阜
県
シ
ル
バ
ー

�

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

℡
０
５
８

－

２
４
９

－

０
２
２
８

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス
を
昨
年
か
ら
始
め
、
活
動

し
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
で
家
事
な
ど

の
お
手
伝
い
を
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
手
頃
な
料

金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

小こ

窪く
ぼ　

ま
つ
を
さ
ん（
春
日
香
六
）

�

４
月
15
日　

95
歳

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
家
事
援
助
の
仕
事
例

　

外
出
・
病
院
の
付
き
添
い
、
お
遣
い
・

買
い
物
代
行
、
食
事
作
り
、
ゴ
ミ
の
分
別
、

洗
濯（
入
院
中
の
洗
濯
も
可
）、家
の
掃
除
・

片
づ
け
な
ど
。

■
お
仕
事
の
ご
依
頼
受
付
時
間

　

平
日（
月
～
金
）８
時
30
分
～
17
時

【
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
の
ご
案
内
】

　

６
月
６
日（
月
）、
20
日（
月
）

　

10
時
～
11
時
30
分

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
60
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

（
年
会
費
と
し
て
２
０
０
０
円
が必

要
で
す
。）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　
（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

 

多
重
債
務
１
１
０
番
開
催
の

お
知
ら
せ

　

岐
阜
県
で
は
、
偶
数
月
に
１
回「
多
重

債
務
１
１
０
番
」（
無
料
相
談
会
）を
開
催

し
て
い
ま
す
。「
電
話
相
談
」と「
面
接
相

談
」が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い

な
い
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日

　

６
月
11
日（
土
）、
８
月
20
日（
土
）

　

10
月
15
日（
土
）、
12
月
10
日（
土
）

　

平
成
24
年
２
月
18
日（
土
）

■
時
間　

13
時
～
16
時

◎
相
談
料
無
料
・
秘
密
厳
守

■
相
談
方
法

《
面
接　

時
間
は
30
分
間
》

　

予
約
制
で
毎
回
先
着
12
人

　

�

予
約
受
付
は
、
開
催
月
の
初
日
か
ら

（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

月
～
金
曜
日（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

■
場
所

　

岐
阜
県
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
県
環
境
生
活
政
策
課
消
費
生
活
担
当

　

℡
０
５
８

－

２
７
２

－

８
２
０
４

《
電
話
相
談
》

　

℡
０
５
８

－

２
７
７

－
１
０
０
３

 

多
重
債
務
面
接
相
談
会
開
催
の

お
知
ら
せ

　

岐
阜
県
で
は
、
奇
数
月
に
１
回
「
多
重

債
務
面
接
相
談
会
」（
無
料
相
談
会
）
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い

な
い
で
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　

７
月
15
日（
金
）県
中
濃
総
合
庁
舎

　

９
月
20
日（
火
）県
飛
騨
総
合
庁
舎

　

11
月
18
日（
金
）県
可
茂
総
合
庁
舎

　

平
成
24
年

　

１
月
20
日（
金
）県
西
濃
総
合
庁
舎

　

３
月
15
日（
木
）県
恵
那
総
合
庁
舎

■
開
催
時
間　

13
時
～
16
時

◎
相
談
料
無
料
・
秘
密
厳
守

■
相
談
方
法

《
面
接　

時
間
は
30
分
間
》

　

予
約
制
で
毎
回
先
着
６
人

　

予
約
受
付
は
、
開
催
月
の
初
日
か
ら

　
（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

月
～
金
曜
日（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
県
環
境
生
活
政
策
課
消
費
生
活
担
当

　

℡
０
５
８

－

２
７
２

－

８
２
０
４

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
日
本
は
ひ
と
つ
」

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
震
災
特
別
相
談
窓
口

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
揖
斐
で
は
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
被
災
ま
た
は
影
響
を
受
け
た

求
職
者
（
新
卒
者
を
含
む
）
お
よ
び
事
業

主
な
ど
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
、
震
災
被

災
者
の
方
々
の
積
極
的
な
雇
い
入
れ
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
被
災
者
を
優
先
的
に

雇
い
た
い
な
ど「
震
災
被
災
者
対
象
求
人
」

の
お
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
揖
斐

　

℡
２
２

－

０
１
４
９

 

守
っ
て
！

電
波
の
ル
ー
ル

電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間

６
月
１
日（
水
）～
10
日（
金
）

◇�

無
線
機
の
使
用
に
は
免
許
が
必
要
で
す
。

◇�

外
国
規
格
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
は
国
内

で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

◇�

技
適
マ
ー
ク
の
つ
い
た
無
線
機
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

総
務
省　

東
海
総
合
通
信
局

　

◎
不
法
無
線
局
の
相
談

　

℡
０
５
２

－

９
７
１

－

９
１
０
７

　

◎
テ
レ
ビ
等
の
受
信
障
害
の
相
談

　

℡
０
５
２

－

９
７
１

－

９
１
４
８

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の
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　早春、谷筋に淡い緑色の小花を一杯につけたニワトコが見られます。ニワトコは落葉の低木です。茎は根元から多

数が出ています。茎も新しいのは緑色ですが古い茎は樹皮が褐色になります。葉は羽状複葉で 3～ 5対の小葉からな

り、小葉は長さが 5～ 10センチで長い楕円形で先は細くなり、葉脚は円いです。花は淡い緑色の小さな花を沢山散

房花序につけます。夏に結実して紅色に熟します。

　ニワトコの別名に「接骨木（セッコツボク）」があります。昔、ニワトコの茎から黒焼きを作り、うどん粉と食酢

を加えてよくパスタ－状に練り、それを骨の折れた患部に厚めにぬり、添え木を当てて治療をしたので、折れた骨を

接ぐという意味で「接骨木」の名前が生まれました。　

　今日の利用は花、葉、茎、根のすべてを発汗、解熱、利尿剤として利用します。

　花は開花に先駆けて、蕾の頃に採取し陰干しにした物を利用します、乾燥花を一日量を 5グラムとして、お茶のよ

うに随時飲みます。茎や根は秋から冬にかけて地上部の葉が落ちた頃に採取し

ます。乾燥した茎、根の 10グラムを一日量として煎じます。身体の浮腫のあ

るときや利尿の目的に食間に服用します。胃の弱い人は冷やしてのんだり、食

後に飲むようにします。打ち身や打撲にはニワトコの茎を乾燥して粉末状にし

た物とキハダの粉末とを同量混ぜて水を加えてよく練り患部に貼ります。熱で

乾いてきたら取り替えます。

　ニワトコの花、葉、茎、根ともに浴剤となります。春日ではニワトコ、タム

シバ、クロモジのそれぞれの枝を刻み、お風呂に入れて、冬の山仕事の疲労回

復に使われていました。� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

 

徳
山
ダ
ム
号
運
行
の
お
知
ら
せ

　
「
日
本
一
の
徳
山
ダ
ム
と

谷
汲
ゆ
り
園
観
光
周
遊
バ
ス
」　

■
６
月
の
運
行
日

　

５
日（
日
）、
11
日（
土
）、
12
日（
日
）、

　

18
日（
土
）、
19
日（
日
）、
25
日（
土
）、

　

26
日（
日
）

■
コ
ー
ス
内
容

　

養
老
鉄
道
揖
斐
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
集
合

　

養
老
鉄
道
揖
斐
駅
出
発（
９
時
50
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　

↓　
　
　
　
　
　
　

　

�

徳
山
ダ
ム
・
谷
汲
ゆ
り
園
・
谷
汲
山
華

厳
寺
を
周
遊

　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　

養
老
鉄
道
揖
斐
駅
着（
17
時
30
分
頃
）

■
参
加
費
用

　

大　

人　

１
０
０
０
円

　

子
ど
も　

５
０
０
円（
６
～
12
歳
）

※�

参
加
費
用
に
食
事
代
金
や
施
設
へ
の
入

場
料
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

※�

６
歳
未
満
で
あ
っ
て
も
座
席
を
占
有
さ

れ
る
場
合
は
参
加
費
用
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

【
予
約
先
】

　

名
阪
近
鉄
バ
ス
株
式
会
社

　

乗
合
バ
ス
営
業
部

　

℡
０
５
８
４

－

８
１

－

３
３
２
６

　
（
月
～
金
曜
日　

９
時
～
17
時　

　

※
祝
日
を
除
く
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
商
工
観
光
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

税務職員の募集について
税務職員募集（高校卒業程度）

職 　 　 種 国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験

受 験 資 格 平成 2年 4月 2日～平成 6年 4月 1日生まれの方

申 込 期 間 6月 21日（火）～ 6月 28日（火）

試� 験� 日
第１次試験　9月 4日（日）

第２次試験　10月 13日（木）から 10月 20日（木）までのいずれか指定する日

問い合わせ先
名古屋国税局人事第二課試験係　TEL052-951-3511（内線 3450）

国税庁ＨＰ（http://www.nta.go.jp）

いびがわ　特産品シリーズ ニワトコ（スイカヅラ科）



Public Information IBIGAWA 24

　平成 22年度、岐阜県から補助金を受けて以下 6件の事業を行いましたのでお知らせします。

●花事業トラクター購入事業
　揖斐高原花の里づくり事業を展開するため、作業用トラクターを購入しました。

●揖斐祭り映像記録制作業務
　祭礼を維持継承していくため、揖斐祭りを撮影・編集し、DVDを作成しました。

●藤橋観光施設改修事業
　�利用者にとってより快適な施設とするため「道の駅　星のふる里ふじはし」の特産品販売施設の改修工事を

行いました。

●日本女子ソフトボール1部リーグいびがわ大会開催補助事業
　�日本女子ソフトボール 1部リーグいびがわ大会の開催経費について、揖斐川町実行委員会に補助金を交付し

ました。

●ぎふ清流国体・ぎふ清流大会揖斐川町実行委員会補助事業
　平成 24年度開催の国体推進に向け各種事業を実施するため、揖斐川町実行委員会に補助金を交付しました。

●プレミアム付商品券発行補助事業
　�生活応援対策、経済対策として発行されるプレミアム付商品券に関する経費について、揖斐川町商工会に補

助金を交付しました。

　平成 22年度、宝くじの助成を受けて下記の事業を

行いましたのでお知らせします。

●生涯スポーツ普及促進事業（旧長瀬小体育館）
　�地域住民が気軽にスポーツやレクリエーションを

楽しむ場所として、また広く町内のスポーツ団体

の活動場所として利用できるよう施設の整備を行

いました。

日本女子ソフトボール 1部リーグいびがわ大会開催補助事業 ぎふ清流国体・ぎふ清流大会揖斐川町実行委員会補助事業

生涯スポーツ普及促進事業（旧長瀬小体育館）

岐阜県からの補助金を受けて実施した事業（岐阜県市町村振興補助金）

宝くじの助成を受けて実施した事業


